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平成23年度  第１回東成区区政会議会議録  

 

１．日時：平成23年８月31日午後１時から午後３時30分  

２．場所：東成区民ホール 大ホール  

３．出席者  

  （委 員）  市田委員、上田委員、大垣委員、大西委員、岡倉委員、  

岡本（秀）委員、岡本（美）委員、小川委員、桑田委員、  

篠﨑委員、清水委員、西野委員、深江委員、松下委員、宮田委員  

（区役所）  清野区長、西村総合企画担当課長、與那市民協働課長、  

  谷口窓口サービス担当課長、木谷保健福祉課長、  

  大西生活支援担当課長、瀧谷福祉担当課長、  

  中川市民協働課長代理、吉田地域支援連携担当課長代理、  

  岡水平連携担当課長代理、上谷保険年金担当課長代理  

４．議題  

 （１）委員長選出  

 （２）東成区の防災について  

５．議事  

○西村課長  

 まだ一人委員の方おみえになっておりませんが、時間となりましたので始めさせて

いただきます。  

 皆さん、本日はお忙しい中、またお暑い中を、東成区区政会議にご出席賜りまして、

誠にありがとうございます。ただいまから平成23年度第１回東成区区政会議を開催い

たします。私は東成区役所総務課の西村でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 区政会議は、この後選出いただきます委員長に進行していただくこととなっており

ますが、委員長の選任までの間は私のほうで進行させていただきます。 

 初めにお断り申し上げます。区政会議は会議の趣旨にのっとり、すべて公開とさせ

ていただいておりますので、ご了承いただきますようにお願いいたします。  

 また、委員及び傍聴人等、この場にいらっしゃる方々全員にお願いがございます。

区役所としましても、記録を残しておくために広報担当者を決めております。会議中

の撮影につきましては、ご了解をいただきたいと思います。  

 また、本日の会議内容は後日公開する必要があることから、録音をさせていただい

ております。合わせてご了解いただきますようにお願いいたします。 

 会場にいらっしゃる皆様にお願いいたします。携帯電話は電源をお切りいただくか、

マナーモードにしていただき、この部屋の中での通話はご遠慮くださいますようにお
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願いいたします。  

 最後に、傍聴人の方々にお願いいたします。私語をご遠慮いただきますとともに、

やじ等、議事の妨げになるような行為はご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

区役所が議事の妨げになると判断しました場合には、ご退席願うこととなりますので、

あらかじめお断りさせていただきます。  

 それでは、開会に当たりまして、区長からごあいさつを申し上げます。 

○清野区長  

 皆さん、こんにちは。今日は本当にお昼お忙しい時間、どうもありがとうございま

す。区政会議の第１回目ということですので、ちょっと長くなりますけれども、私の

ほうから概略、お願いを申し上げまして、あとお話を進めていっていただきたいと思

います。  

 区政会議につきましては、ルネッサンス2011ということで、平松のほうが今年の３

月に発表いたしました市政改革の新しい方針の一環として、区政の運営を区民の皆様

と一緒に進めてまいる。そのための仕組みの一つとして発表させていただいてます。

基本的な枠組みというのは、やはり24区ばらばらでは困りますけれども、私個人とし

ては、区役所、あるいは区長が区民の皆さんにこういう会議をお願いしてますので、

24通りあってもいいと思ってます。ですから、最初こういう形で開始をさせていただ

きますけれども、皆さんからのご意見をいただきながら、こういう形に変えていこう

というのはどんどん進めていきたいと思っています。  

 言い訳ではなく最初に申し上げるんですけれども、いわゆる区役所からお願いする

以外の皆さん、公募という形で委員を募集されておられる区がたくさんありました。

後ほども申し上げますけれども、当面この会議自身は、ご参加いただいた皆さんに少

なくとも一言はしゃべって帰っていただこうと、皆さんのご意見をたくさんいただこ

うという目的で進めたいと思ってますので、最初選ぶときに、区民モニター、これは

２年前から皆さんにお願いしているんですけれども、区政について、いろいろと４回

にわたって１年間意見をいただけた皆さんであれば、区政のことをほかの皆さんより

はよくご存じだろうし、公募で入っていただいた方もいらっしゃいます。いろんなこ

とをおしゃべりいただくのに、そういう方に最初にお願いしていただいたほうがいい

だろうということで、今日はお願いをいたしております。公募の委員さんについても、

今後皆さんのご意見をいただきながら、どんどん広めていきたいとは思いますけれど

も、今年の東成区の区政会議はこういう形で実施したいと思ってますので、ご了承の

ほどよろしくお願いをいたします  

 区政会議そのもの、最終的には、例えば区役所が来年どういう予算を組んでいった

らいいのか。あるいは今やってきた事業がどうであったのかというようなことも、い

ろいろとご意見をいただく会議になりますけれども、当面今日初めてこういう形でお
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集まりいただいています。  

 先ほど申し上げたみたいに、目標はお一人一言ずつは最低しゃべって帰っていただ

こうということですので、最初の議題については、皆さんの一番身近な議題が一番い

いだろうということで、防災にさせていただきました。  

 ちょっと象徴的だなと思いますんですが、３月10日に大阪市の防災の基本計画見直

しまして、区の計画を見直しなさいということで、やっとでき上がりましたので、地

域振興会、赤十字奉仕団の方の力もいただいて、防災マップというのを、区内版をつ

くらせていただいて、配ったのが３月10日で、ちょうどこの会場で会議を開いた翌日、

東日本大震災がございました。それ以降のことは皆さんもよくご存じだとは思うんで

すが、そういったこともあって、防災フォーラムというのを全市で、中学校、なかな

か顔が今まで見えていないというか、役所のほうが中学生の皆さんとなかなかつなが

っていないんじゃないかという話がありまして、中学校を会場にということで、東成

の場合は四つの中学校と片江小学校と、五つの会場で防災フォーラムというのをさせ

ていただきました。  

 その結果を、十分ではありませんけれども、今回取りまとめたものを、今日報告を

させていただいて、それについて今後どう、区役所としてまずすぐにこういうことが

できないかという意見ですとか、長い目で見たときに、こういうこともすべきであろ

うというようなご意見をいただければと思っています。  

 また、象徴的なんですけれども、いろいろ区の事業にご意見をいただくというのが

この会議の目的ですので、先週の土曜に東成区のほうで事業仕分け、これ大阪市全体

の事業で、事業仕分けを行いまして、きょうご出席の皆さんの中からいわゆる仕分け

役になっていただいた方、あるいは区民判定人ということでご参加いただいた方、多

数いらっしゃいました。それをしてますと、まだ会議が終わる前に突然大雨が降りま

して、区内、今わかっている段階では、床上を含めて四百数十棟、被害を受けておら

れます。今日が防災について話し合う区政会議の第１回目ということで、何か象徴的

な気がするんですけれども、今日、偶然ではなく、皆さんからのご意見をいただいて、

水害についてというのが重要な議題になってますので、そういった意味でも今回の話

をしていただければというふうに思っています。  

 長々となりましたけれども、当面皆さんに、本当に皆さんが、日ごろ感じておられ

ることをお聞きするような議題ができれば、区役所のほうから声かけをさせていただ

いて、ご協議いただきながら、将来的にはもう区政全般にわたって、これは区役所が

やっている仕事だけではなくって、大阪市のほかの局や区などでやっている仕事も含

めて、ご意見をどんどんいただきたいとは思いますけれど、当面私自身がそういうこ

とからお願いをしたいと思ってますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

 しつこいですが、皆さん必ず一言ずつはしゃべって帰っていただきますようお願い
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申し上げまして、私のほうからのごあいさつにかえさせていただきます。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 区長、ありがとうございました。  

 区長のほうからも区政会議の概要について今お話がございましたが、私のほうから

少し事務的な説明を加えさせていただきます。  

 区政会議は区の運営方針や、区の決算、予算、それから区において実施される事務

事業についてご意見をいただきまして、区政を評価していただくような場でございま

す。この場では、何かを決定するというような場ではございません。この場でいただ

きましたご意見は、今後の区政運営の参考にさせていただくとともに、可能なものに

つきましては、関係部署とも調整いたしまして、課題解決を図らせていただきます。

また、来年度の予算編成にも反映させるように努めさせていただきます。 

 また、本日出席の皆様の多くはさまざまな団体の長をなさっておられることと存じ

ますが、この場では出身母体の団体や地域のことだけではなくて、東成区の地域全体、

全世帯のことをお考えいただきご意見をいただければ、大変有意義な会議になるかと

存じます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 それではここでご出席いただいております委員の皆様を名簿順にご紹介させていた

だきます。資料の１のほうに基づいて紹介させていただきます。  

 あいうえお順でいきます。東成区地域女性団体協議会会長、市田様でございます。  

○市田委員  

 遅れまして申しわけございません。市田です。どうぞよろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 東成区民生委員協議会会長、上田様でございます。  

○上田委員  

 上田でございます。どうぞよろしく。  

○西村課長  

 よろしくお願いします。  

 東成区母子会会長、大垣様でございます。  

○大垣委員  

 大垣です。よろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 区民モニターの委員でございます。大西様でございます。  

○大西委員  

 大西でございます。よろしくお願いいたします。  

○西村課長  
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 東成区保護司会会長、岡倉様でございます。  

○岡倉委員  

 岡倉です。よろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 東成区未来わがまち推進会議世話人代表、岡本様でございます。  

○岡本（秀）委員  

 岡本秀男です。どうぞよろしくお願いします。  

○西村課長  

 同じく東成区未来わがまち推進会議世話人副代表、岡本様でございます。  

○岡本（美）委員  

 岡本です。どうぞよろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 東成区社会福祉協議会副会長、東成区地域振興会副会長、小川様でございます。  

○小川委員  

 小川です。どうかよろしく。  

○西村課長  

 上小牧様につきましては、本日ご欠席ということでございます。  

東成工業会会長、桑田様でございます。  

○桑田委員  

 桑田です。どうぞよろしく。  

○西村課長  

 区民モニター委員、篠﨑様でございます。  

○篠﨑委員  

 篠﨑です。よろしくお願いします。  

○西村課長  

 東成区社会福祉協議会会長、東成区地域振興会会長、清水様でございます。  

○清水委員  

 清水です。  

○西村課長  

 東成区青少年３団体連絡協議会会長、西野様でございます。  

○西野委員  

 西野でございます。どうぞよろしくお願いします。  

○西村課長  

 次の濵田様については、本日ご欠席でございます。  

 東成区医師会会長、深江様でございます。  
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○深江委員  

 深江です。よろしくお願いします。  

○西村課長  

 すみません、座席がちょっと逆になって申しわけございません。  

 区民モニター委員、松下様でございます。  

○松下委員  

 松下です。よろしくお願いいたします。  

○西村課長  

 東成区未来わがまち推進会議世話人副代表、宮田様でございます。 

○宮田委員  

 宮田です。よろしくお願いします。  

○西村課長  

 最後に米谷様でございます。米谷様は本日ご欠席でございます。  

 委員の皆様の任期は、おおむね２年間となっております。今後ともどうぞよろしく

お願い申し上げます。  

 続きまして、事前にお配りさせていただいております本日の資料を確認させていた

だきます。もう既にお読みいただいておりますので、多分ばらばらになっていると思

いますので、順番に確認をいただきたいと思います。  

 まず最初に会議次第でございます。  

 もしきょうお手元にございませんでしたら、言っていただきましたらすぐに事務の

者が持ってまいりますので、お願いいたします。  

 それから本日の座席表でございます。ちょっとプロジェクターの位置関係とかあり

まして、若干座席順変わっておりまして、申しわけございません。  

 それから、今紹介させていただきました東成区区政会議委員名簿でございます。資

料１とさせていただいております。  

 それから資料２といたしまして、区における総合行政の推進に関する規則というの

がございます。少しだけ、この規則について説明させていただきます。今回開催して

おります区政会議の開催の根拠になる規則として、大阪市で定めたものでございまし

て、太文字で書いておりますところが、今回の会議に関係の深いところでございます。  

 それから資料３といたしまして、東成区区政会議開催要領でございます。この区政

会議、東成区で行います区政会議の開催に関することをこちらのほうで決めておりま

す。第２条で委員のことにつきまして、また第３条で部会について定めさせていただ

いております。また後ほどご参照ください。  

 それから資料４でございます。東成区区政会議の傍聴要領でございます。冒頭のほ

うでも説明いたしました傍聴者の方の守るべき事項といたしまして書かせていただき
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ました。そういうものでございます。  

 それから資料５としまして、本日ご議論いただきます東成区の防災についてという

パワーポイントの資料をつけさせていただいております。  

 それから資料６といたしまして、先週の土曜日に開催いたしました事業仕分けの判

定結果をつけさせていただいております。  

 その後、東成区の運営方針概要版ということで、表に様式１とか書いてますＡ３の

大きな紙でございます。それから運営方針の内容説明として新聞資料等の説明をつけ

させていただいております。ちょっと分厚目の用紙でございます。ご確認いただけま

すか。 

 それから未来わがまちフォーラムのパンフレットがついているかと思います。  

 最後に参考資料といたしまして、なにわルネッサンス2011という題目のつきました

Ａ３の紙をつけさせていただいております。  

 そのほか防災マニュアル等大阪市で作成いたしましたリーフレット等をつけさせて

いただいておりますが、不足とかございませんでしょうか。もし足らない分がござい

ましたらお手を挙げてお示しください。大丈夫ですか。  

 それではここで議事の１として、委員長の選出に移りたいと思います。 

 先ほどお配りしました資料３の区における総合行政の推進に関する規則というとこ

ろで、12条の４の項目に書かせていただいておりますように、委員長は互選によって

選出するということになっております。この区政会議の委員として、どなたか立候補、

またはご推薦はございますでしょうか。  

（「清水さん」と言う者あり）  

 今清水さんというお声が上がりましたが、ほかにございますでしょうか。  

（「異議なし」と言う者あり）  

 ないようでございますが、清水委員、いかがでございましょうか。よろしゅうござ

いますか。それではお声ありましたので、東成区の地域振興会長の清水委員に委員長

をお願いするということで、ご了解いただけますでしょうか。拍手でもう一度再確認

お願いいたします。  

（拍手）  

 ありがとうございます。それでは清水委員、委員長席へお願いいたします。  

 それでは早速ではございますが、清水委員長のほうから委員長就任に当たりまして、

一言ごあいさつをお願いしたいと思います。いきなり申しわけございません。よろし

くお願いいたします。  

○清水委員長  

 今ただいま、委員の方々からご推挙いただきまして、本当にありがとうございます。

もう私、ほんまに身の引き締まる思いでございます。委員長といたしましては、会議
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に際しまして、公正な立場でやっていきたいと思いますので、一つ皆様方のご協力を

切にお願いを申し上げたいと思います。  

 なお、これちょっと今日の議題は、一応東成区における防災の取り組みについてと

いうことでございますけども、その前に、この今先ほどに規約ございましたね。その

12条の６項に区政会議の長に事故あるときは、あらかじめ区政会議の長の指名する委

員がその職の代行に当たるということになってございます。それで、恐れ入りますが、

私のほうから職務代行者を指名させていただきたいと思いますので、一つご承認のほ

どをお願いいたしたいと。委員の中の濵田委員に職務代行をお願いするということに

いたしますので、一つご了承願いたいと思います。  

 それでは早速でございますけれども、東成区における防災の取り組みについてと、

本日の議題はこの１点でございます。先ほど区長から一言ずつ皆さんからご意見を出

していただきたいという話がございましたけれども、一応今日の議題は先ほどから２

回ほど言うてますように、東成区における防災の取り組みについてということでござ

いますので、ひとつその件のみについて、質疑、応答をいたしたいと思います。それ

ではこの説明は誰がやるんですか。  

○與那課長  

 冒頭、私が少しあいさつさせていただいて。  

○清水委員長  

 えらいすみませんが、よろしくお願いいたします。  

○與那課長  

 それでは本日区政会議の議題の大きな問題である、“東成区の防災について”説明

いたします。区政会議の趣旨、目的等につきましては、先ほど来区長、司会のほうか

らも述べられておりますので重ねて申し上げることはしません。  

 ３月11日に東日本大震災により、未曾有の災害が発生いたしまして、その災害を踏

まえまして、いかに地域でのきずな、地域コミュニティの大事さ、重要性というのを

再認識をしていたところでございます。自分たちのまちを自分たちでやっぱり守って

いく、そして３月11日に改めて気づいたのは、やはり若い力が、まちの復興に際しま

しては、非常に重要なポイントになってくるのかなというふうに感じております。  

 そういった意味で６月に地域防災フォーラムということで、４中学校プラス１小学

校の５ヵ所で開催をしてまいりました。この間の取り組みに際しまして、各連長、災

害救助部長さん等と十分な打ち合わせをさせていただいた上で実施をしてまいりまし

た。その中でそれぞれの会場でそれぞれの課題、議論、こういったものを活発に語っ

ていただき、非常に有意義な防災フォーラムであったのかなというふうに思っており

ます。ただ、防災フォーラムをフォーラムだけで終わらせてしまうのは不本意なこと

だと思っておりますし、いざというときもやっぱり体制というものが大事であり、有
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事のときに役立つような、実践を踏まえた内容にしていく必要があろうかと思ってお

ります。  

 東成区につきましては、位置的な問題で申し上げますと、いわゆる津波というふう

な被害につきましては、直接的にはないのかなというふうには感じております。ただ、

上町大地に位置するところというようなこともありまして、その上町大地の直下型の

震災が起これば被害甚大になるのかなと。それとやはり大和川なり平野川、こういっ

た河川の氾濫、こういったものがもし発生しますと水害という形で非常に甚大な被害

につながっていこうかと思っております。  

 津波といいますのは、その浸水被害、その延長線上にあるものだというふうに我々

行政としても位置づけをしておりますし、認識をしておりますので、防災フォーラム

を開催することによって新たな課題も見つかってきております。  

 ８月の27日、事業仕分けがあった当日夕方なんですけれども、大雨がございました。

大雨が発生して区内で浸水が発生してきているというふうな実態、区の職員と地域の

赤十字奉仕団、地域振興会を中心として初期初動すぐ動いていただきまして、被害の

状況把握、そして事後の消毒なり、そういった対応、できる限りのことをさせていた

だきましたけれども、いずれにしましても、災害が発生したときにはやはり地域、赤

十字奉仕団の初期の初動、こういったものが本当に一番重要であり、行政的にも当然

対応してまいるんですけれども、いち早く対応できるのはやっぱり地域の方々という

こともございますので、協働という形も含めまして、区と地域と関係機関とすべて一

体となってできる限りの連携、こういったものを速やかにやることにより、地域での

災害復旧ということに努めてまいりたいというふうに考えております。 

 今後とも災害に関しましては、皆様方のご理解とご協力を、切にお願いを申し上げ

まして、私のほうからの冒頭のあいさつにかえさせていただきます。 

 具体的にこの間の防災フォーラム、いろいろお世話になったんですけれども、その

辺の状況、結果報告ということで報告をさせていただきまして、その後皆様方から貴

重なご意見等をいただきながら、今後の防災対策に活かしてまいりたいというふうに

考えておりますので、活発なご意見をちょうだいすることを心からお願いをいたしま

す。ありがとうございました。  

○吉田防災担当  

 皆さん、こんにちは。市民協働課の吉田と申します。それでは私のほうから東成区

の防災についてご説明をいたします。  

 まずは、先だっての地域防災フォーラムでいただいたご意見などをご紹介をいたし

まして、その後東成区での防災の取り組みをご説明するという段取りにしたいと思い

ます。合わせて８月27日の大雨に伴う浸水被害についても少し触れておきたいなとい

うふうに思っております。  
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 お手元の資料の２ページをお願いします。大阪市では本年３月に発生した東日本大

震災を契機として。  

○清水委員長  

 ちょっとそれ見にくいんちゃう、それ。  

○吉田防災担当  

 ちょっと見にくいですか。  

○清水委員長  

 こっちの人が。  

○吉田防災担当  

 申しわけございません。お手元のほうに、パワーポイントのほうの資料がございま

すので、ちょっとこちらのほうに、カラーになってるだけの違いですので、申しわけ

ございません。お手元の資料を参照にしながら見ていただくとありがたいのでよろし

くお願いします。  

 続けます。東成区では被災地域で派遣された職員からの報告を中心に４中学校、１

小学校におきまして、地域の皆様のご協力をいただきながら、各会場でバリエーショ

ンに富んだフォーラムを開催できました。５回の開催で600人を超える地域の方々の

参加を得ました。特に片江小学校のほうでは70人もの小学生が参加してくれるなど関

心の高さを感じるとともに、これからの地域防災における課題が見えてきたフォーラ

ムになったと思っております。  

 次の３ページでございます。参加者アンケートによりますと、60歳代以上の参加者

が男女平均70％を超えておりました。ここでも高齢化が顕著にあらわれていることが

わかります。区や地域での防災の取り組みにつきまして、認知度や参加経験、あるい

は参加意欲というものをお尋ねしてみたところ、非常に高い関心を持っていただいて

おりました。防災意識の高さ故の結果であるというふうに認識しています。最後にフ

ォーラムにおいての満足度を伺いました。80％の方によかったというふうに感じてい

ただきました。これは休日の昼間、大変暑い中であったにもかかわらず、このような

お答えをいただきまして、このことは非常に励みになりますし、参加された皆様方の

お役に立つことが少しでもできたならば幸いでございます。  

 ４ページに移ります。自由意見では、やはり災害に対する心配や懸念が多くござい

ました。高齢化に対する懸念を多くの方が持っておられましたし、子どもへの防災教

育や若い世代の参加を願う意見が多数うかがえました。また、東日本大震災でのイメ

ージが強いからだとは思うんですけれども、津波に対する心配も多く見られてました。

総じて防災に対する意識が高い方が多く、日ごろ感じておられる心配や懸念につきま

しては、非常に的確な指摘であるというふうに思います。  

 ５ページへ移ります。その他少数でございますけれども、興味深い意見もありまし
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たので、ご紹介をさせていただきます。今回は、行政からの派遣者を中心に活動報告

を行っておりまして、当然のことながら辛口の意見もいただいております、それらも

糧にしながら地域の皆さんが求めている情報をタイムリーに的確に伝えていけるよう

進めていきたいというふうに思います。  

 ６ページに移ります。今回のフォーラムは、地域の皆様とさまざまな意見交換を行

いながら安全、安心なまちづくりをともに考えるきっかけとするべく開催いたしまし

た。その結果を踏まえ、これからの防災を考える上での課題を、これはもちろん従来

からの課題ももちろんあるわけでございますけれども、３つのテーマにまとめてみま

した。一つは災害対策の必要性、次に若い世代の参加の必要性、そして連携強化の必

要性でございます。これからそれぞれのテーマに対する取り組みや検討していく方向

性、そういうところのご説明をしたいと思います。  

 ７ページでございます。最初に水害対策の必要性についてですけれども、東成区に

は位置的に津波の直撃を受けるとは考えにくい地域です。大阪市では、従来の想定が

大きく変わることを前提にできることから津波対策を進めておりますけれども、東成

区はその対象とはなっておりません。しかしながら、従来の想定を超えている津波が

押し寄せた場合、河川にもさかのぼって堤防が決壊する可能性はないとは言えません。

堤防決壊による浸水はゲリラ豪雨など、大雨の場合でも起こり得るものですので、東

成区では水害対策に軸足を置いて進めたいと思っております。  

 次のページでございます。こちらのほうですけれども、これは平成 15年度の東南

海・南海地震による津波等対策検討委員会で検討された洪水避難の基本方針でござい

ます。淀川のような大河川の氾濫では市内の約４割が浸水し、昼間で174万人に上る

方が影響を受けるという大規模な想定です。したがいまして、津波避難のように浸水

が想定される範囲から出ていくというのは非常に困難だというふうに考えられまして、

そのような避難の方針を想定しております。端的に申し上げますと、３階建て以上の

堅牢な建物のその３階以上に避難するということになります。  

 上町台地以西の10区につきましては、「津波避難ビル」というものの指定を進めて

おりますけれども、東成区においてもこれに準じた形で水害の避難ビルはもちろん、

これは仮称でございますけれども、そのような建物の情報収集を進めていきたいなと

いうふうに考えております。  

 次のページでございます。こちら浸水想定なんですけれども、この浸水想定につき

ましては、淀川流域に総雨量500ミリの雨が降った場合のものでございます。ちょっ

と色のついた部分があるんですけれども、こちらのほうで最大３メートルの浸水とな

る可能性があります。ちょっと見にくいかもしれないんですけど、数字の入った丸い

点が区内15ヵ所あるんですけれども、そちらのほうは収容避難所をあらわしておりま

して、ほとんどの収容避難所はすべての階数が利用可能、１階も含めて利用可能にな
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っておるんですけれども、環状線沿いの３ヵ所ですね。ちょっと赤い丸のついている

場所につきましては、３ヵ所については１階まで浸水するおそれがあると言われてお

ります。だから、２階以上利用可能というふうになっております。  

 上町台地以西の10区では、地域の実情を把握し備蓄物資、資機材庫の上階、２階以

上へということですけれども、その移動を段階的に促進することを、こういうふうに

対策をとっておるんですけれども、この想定で１階まで浸水するおそれがあるって今

申し上げました、その周辺の３ヵ所なんですけれども、たまたま２階以上に備蓄倉庫

があるんですけれども、実は東成区の収容避難所15ヵ所のうち９ヵ所につきましては、

備蓄倉庫が１階にございます。ですので、水害対策を進める上での今後の話なんです

けれども、上階への移動というのも検討すべき時期に来ているのではないかというふ

うに考えております。  

 次のページです。次のテーマは若い世代参加の必要性でございます。今回フォーラ

ムでは中学校を会場にしましたけれども、例えば中学生を震災訓練に参加させるとい

うことになるにはですね、日ごろから防災教育を授業で行う。それから段階を踏みま

して、意識づけをしていく必要がありますよというようなご意見をいただきました。

片江小学校のように、訓練メニューを工夫して小学生の参加を図るというのも大きな

ヒントになると思いますし、小・中学校が実施している避難訓練、そういったものと

の連携というのも検討していく価値があるんじゃないかというふうに考えております。  

 釜石東中学校の例にもありますように、日ごろから訓練で自主的な判断ができるま

でにレベルを上げておけば、大きな力になるということは実証されております。区役

所としましても、ＰＴＡ向けの防災講座とか区の職員と防災リーダーですね、による

防災講座との連動を、これから小・中学校のほうと進めていきたいなというふうに考

えております。  

 次のページ、ちょっと参考に写真をのっけているんですけれども、左の上のほうで

すね。こちらの片江小学校のフォーラムの例ですね。小学生、熱心にロープ結索の訓

練に参加している風景でございます。右下のほう、これはつい先日なんですけれども、

本庄中学校の夏休み全校登校日に行われまして、陸上自衛隊広報部隊による防災講座

が行われたんですけれども、その一風景でございます。いずれの会場でも真剣なまな

ざしで参加されていたことが、非常に印象的でございました。  

 次のページに移ります。次に連携強化の必要性なんですけれども、特に災害初動期

における防災ネットワークの構築は喫緊の課題であるというふうに考えております。

既に取り組みを進めておられる地域もありますので、ただご検討中に区役所のほうで

作成をする予定の災害支援法、こういったものを活用していただきまして、地域の持

つ防災力を一層高めていただくために支援を行いたいというふうに考えております。

必要であれば、避難場所や防災機材の提供を主に、協定や覚書の締結にも協力させて
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いただきますし、昨年に引き続き企業や事業所向けの防災セミナーも開催する予定で

ございます。  

 次のページです。地域防災計画の改定に係る今後のスケジュールにも少し触れてお

きたいと思います。国の地方防災会議による東日本大震災や他の海溝型地震検討の方

向性、こういったものの取りまとめは、今年の秋ごろになる見通しでございます。そ

の後東南海・南海地震の被害想定見直しが行われました。平成24年度以降、結果の提

示が行われる見込みです。国のほうの東南海・南海地震対策取りまとめと並行しまし

て、本市でも地域防災計画の改定に着手する予定でございます。  

 次のページでございます。地域防災計画の改定にはまだまだ時間がかかると思われ

ます。ですので、今、東成区では今まででいろいろご説明申し上げましたとおりに、

さまざまな課題に取り組んでまいりますけれども、そういったものをその三つのテー

マに対する取り組みと総論的に申し上げます。短期的な目標としましては、地域で取

り組まれている活動の支援と、東成区防災マニュアルの改訂を含む情報の収集検討を

することにしております。地域で実施されている活動を支援するということを基本に

考えてございます。長期的、継続的な目標としましては、ＰＴＡや中学校、企業との

関係強化を図ってまいりたいというふうに考えております。もちろん一朝一夕にはい

きませんけれども、皆様とともに若い世代の参加を拡大するための方策に努めてまい

りますので、よろしくお願いいたします。  

 次のページでございます。最後になりましたけれども、先日の大雨による浸水被害

の概要と区役所の対応を報告して終わってまいりたいというふうに思います。図に表

しておりますとおり、浸水、こちらの画面で言いますとちょっと青い色のついている

ところですね。もちろんその大きさが被害の大きさに比例しているわけではなく、ち

ょっとこれは大体このあたりというイメージで見ていただきたいと思うんですけど、

こちらのほうに表しておりますとおり、浸水被害につきましては東成区の全域で発生

しております。大阪市の下水道というのは１時間当たり60ミリの大雨に備えておりま

す。実はこの想定というのは、60ミリの想定というのは100年に１度の確率というふ

うに言われておりました。ところが、今回は１時間当たり77.5ミリも雨が降っており

ます。しかも、観測史上最大となります前回の話ですと、前回が1979年９月に発生し

ております。つまりこの30年間で２回も発生しているということですので、河川氾濫

とともに集中豪雨、ゲリラ豪雨に対する備えも見直していく必要があるのではないか

というように思っております。  

 次のページでございます。８月27日15時05分大雨洪水警報が発表されました。大雨

洪水警報の発表後すぐに防災担当職員が区役所のほうに参集しております。そして警

戒待機態勢に入りました。16時20分以降、続々と浸水被害の報告が入り始めましたの

で、状況把握のために職員を現地に派遣したり、連合のほうに問い合わせを行いまし
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た。17時39分に大雨洪水警報は解除となりましたけれども、浸水被害に対処するため、

連合に対し消毒液の配布を行いました。浸水被害に伴って発生しましたごみにつきま

しては、翌28日、これ午前の朝８時35分くらいからなんですけれども、東部環境事業

センターのほう、浸水区域の状況確認を行っております。午後から特に通行に支障の

あるごみにつきましては一部回収をしております。さらに８月29日には被災証明書の

発行に関しまして、連合のほうへ協力をお願いをさせていただきました。被害状況な

んですけれども、一応これは８月29日現在の集計になるんですけれども、床上浸水が

14軒、床下浸水が434軒に上っております。  

 以上をもちまして、地域防災フォーラムを行いました東成区の防災への取り組みと

８月27日の大雨による浸水被害の状況の報告を終わります。ご清聴ありがとうござい

ました。  

○清水委員長  

 ただいま区役所のほうから説明がございました。何か皆さんのほうでご質問等はご

ざいませんか。何かございませんか。  

○岡本（秀）委員  

 すみません。岡本です。ちょっとお伺いしたいんですが、中学校で防災フォーラム、

各４中学校で開催されました。その中で当然事前に中学校のほうへお話をしていただ

いて、協力依頼をされたと思うんですが、中学生の参加はここに出ておりませんが、

どれぐらいの数があったのか。その辺をちょっと教えていただきたいなと思います。  

○吉田防災担当  

 ４中学校のほうに協力を会場をお貸しいただき中学生も参加をお願いできませんか

というのは確かに、私どもも協力、サポートの依頼をいたしました。ただ、なかなか

やはり中学生となると部活動とかが優先になりますのでなかなか大変なんですよとい

う話をいただいたんですけれども、実は相生中学のほうでそのときクラブ活動をして

いた子どもたちが飛び入りで参加していただきまして、そのときにたしか野球部だっ

たと思うんですけれども、20人近くいてたと思うんですけれども、彼らが積極的に防

災訓練をしたいという言い方だったというような経過がございます。 

○岡本（秀）委員  

 ありがとうございます。それ以外の中学校はなかったわけですか。 

○與那課長  

 ただいま担当代理のほうから答えたんですけれども、中学校のほうへ打診して、当

然その若い生徒さんも含めてご参加をいただきたいと趣旨を申し上げておりまして、

当然その学校の教職員の方が、保護者あての案内チラシ、それと児童・生徒さんあて

のチラシというのも取り組んでいただけました。ただ、夏休みの期間中とかいうこと

でございましたし、なかなか集客について、何人来られるかというのも含めて、つか
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めなかったところは確かにございました。ただ、相生中学校におきましては今申し上

げたように、たまたまおられた。あと片江小学校で開催したときも、70名近く、80名

近く児童・生徒の方が集まられました。といったことで、各会場につきましては、小

さなお子さんも保護者連れと、数名おられたのは実績として思っておりますので、今

後はやはりそういう若い層への働きかけも含めまして、学校との連携という形で強化

をしていく中で、集客もやはり見込んでいきたいなというふうな方法で考えておりま

す。 

○岡本（秀）委員  

 ありがとうございます。実は、私は本庄中学校下の今里地区なんですが、数年前に

中学校お願いして、本庄中学校下は小学校が３校があるんですが、合同で一度フォー

ラムをやったことがあるんですが、そのときにも当然学校のほうに校長先生からお願

いをいたしまして、生徒の出席、参加をお願いをしたんですが、今お話があったよう

に、クラブ活動でそんなん行ってられへんと、休みは特に大会があり、練習があるの

でちょっと行ってられへんなと、そういうお話やったんですね。その後我々のまた方

法を考えないかんないうことだけで止まってしまったんですが、これは教育委員会か

らのほうにお願いをして、これから東成区で取り組もうとされている事業の一環とし

て取り組んでいただけたら、もっと広まってくるんじゃないかと。今の状態では、放

課後あるいは休日に開催ということにしておりましたので、と言いますのは、我々も

協力するのに平日昼間ですとなかなか集まりにくいことがございまして、そういった

ことで休日あるいは夜間になってしまうわけですけれども、ここはちょっと我々一歩

下がって授業時間中にそういったことができればなと、そんなふうに考えております。

よろしくお願いいたします。  

○清野区長  

 すみません、ちょっと私のほうから。さっき課長お話しましたけど、一つ間違えて

いる点があります。夏休みと申し上げたんですけど、やったん６月ですので。そのこ

ろの話で正直言いますと、場所をお借りするのに、ちょうど中学校の試験休みで場所

が空いてるから貸してくれるみたいな話もありまして、今岡本会長おっしゃられたよ

うな部分もあります。今回のパワーポイントの刷り物にも書かせていただいているん

ですけれどね、やはり中学校の予定に合わせてあげるというのも大事やなと、確かに

おっしゃるとおりだと思います。その目的として中学校のカリキュラムの中、あるい

は小学校のカリキュラムの中にうちの関係職員が入っていけないかというのを短期的

な目標にさせていただいてるのはそのためです。悪口だけではなくて、さっき課長代

理からも申し上げたみたいに、放水訓練、相生中学の野球部の子が喜んで協力してく

れましたし、本庄中学でいろいろお話をしている中で、校長先生のほうから、それや

ったら全校登校日に子どもたちに意識を持ってもらうという目的でやりますよという
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ことで教えていただいていたので、22日の日に私も拝見させていただいたんですけど、

自衛隊の装備全部ご用意いただいて、いわゆる車両とかも中学生の子が乗れるように

なってましたので、かなりいろんな防災に関して考えてもらえる機会にはなったのか

なと思います。あともう一つ、片江小学校で開催させていただいた、これは清水会長

のほうからもお話があって、よその区で例えば生徒会が取り組んでやろうよといった

ところに乗っている。特にやはり津波被害というのが大きいので、例えば大和川周辺

の中学校とか、海に近い中学校というのは、中学生自身がやろうよということになっ

てますので、そういう場所であればこういう会合にも中学生の方が来られて意見を述

べられるというのはあると思うんですけれども、ちょっと東成の方は考えづらいな。

私らみたいに日ごろ顔を合わせてない人間が突然中学校へ行って、中学生の皆さん何

かしゃべってください言うても、しゃべりようがないやろというのがあって、小学校

のころから顔の見える関係をつくっていくのも大事じゃないかというヒントをいただ

いたので、４つの中学以外に片江小学校でやらせていただいたという経過もあります

ので、そういう経験を踏まえて、今、岡本会長からもございましたみたいなことも進

めていきたいと思います。長くなってすみません。  

○清水委員長  

 ほかからのご意見。はい、どうぞ。  

○桑田委員  

 すみません。企業とか事業所との絡みでお伺いしたいんですけれども、今、東成区

に昼間通勤されている人がどのくらいいるのか。あるいは東成からどんだけの人が外

へ出ていっているのか。その辺は数字的につかめているんでしょうか。 

○吉田防災担当  

 昼夜間人口の差なんですけれども、東成区に８万人ほどの人口がおるんですけど、

流出・流入ともほぼ約２万5,000というふうに聞いております。  

○桑田委員  

 それと、津波とか水害のときに私は深江地区にいるんですけれども、あそこら辺で

高い建物いうたら学校関係とかドギーマンとかコクヨさんなんかなんですが、この辺

の協力体制というかそういうものは、どうやられてるんでしょうか。 

○吉田防災担当  

 まだ個別の事業者さんとのお話は、それほど進んでいるわけではございません。た

だ、地域の方々はそれぞれの地元の企業の方とのお話を進めておられるようですので、

私たち今これからそういった情報を収集するなり、研究させていただいて、何ができ

るのか、私たちにできることはないんかというようなことを検討していきたいと思い

ます。 

○桑田委員  
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 防災フォーラムのようなことを工業会とか区役所さんのほうでやっていただいて、

そこにいかにその企業を取り込むかということが一つの課題になっていると思います

ので、できるだけその企業との関係というのをちょっと大事にしていただきたいなと

思うのと、この先企業の通勤者が訓練とかいうことはほとんどありませんので、例え

ば金曜日の夕方、４時ぐらいから２時間ほどやってみるとか、一旦会社をその時間で

終わってもらってからその訓練に参加してもらうと、そういうようなこともできる時

間というのも考えていただければいいかなと思います。  

 以上です。  

○清水委員長  

 ほかからご意見いただけませんか。はい、どうぞどうぞ。そこにマイクございます

ので。 

○大西委員  

 大西と申します。先ほどの中学生の件なんですけれども、今度の防災訓練、９月４

日にございますね。中学生の青少年指導員さんの主催の中学生の聞く唯一の方法でい

くと、ソフトボールの大会も同じ日にあります。そういった面も、それぞれの団体さ

んのご都合とか、いろんなところで調整をしにくいんだろうとは思いますけれども、

もう少し中学生の子、いっぱい出てきてほしいなとか思うときには、ちょっと調整は

とっても難しいのかもしれませんけども、何かわかる方法があればいいのになと思い

ました。よろしくお願いいたします。  

○清水委員長  

 西野さん、今そういう意見が出てるんですがね。ちょっとそれに対して、ちょっと

お宅のほうの、意見言うていただけますか。  

○西野委員  

 西野と申します。私今日こちらのほうで参加させていただいておりますけれども、

ちょっと大西委員さんのほうから青少年の指導員が今度の９月の４日のほうに男子は

ソフトボール、女子はキックの大会がございます。これは市に９月４日にこれ東成区

全体挙げての防災のことでやられるものでございます。その中で多分今おっしゃった

のは、中学生の方なり、また若い人の力なり、そして青少年関係でやってる方々の参

加を多分問われたと思いますけれども、私が以前その青少年指導員やってますときは、

日にちをずらしたり、その辺は考えたつもりでやってます。私ももう今ＯＢになって

おりますので、現役の方々の考えといろいろあろうかと思いますけれども、やっぱり

区でこうやって一大の事業なさることもございますので、やっぱり関係団体なり並び

に合わしながらやっていかなければということでございます。ただ一つとりまして、

区の大会であり、また市の大会が順次開催されますので、多分その日程合わしながら

その行事のほうもやっていると思います。ですからなかなか各団体日程あるかないか
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という部分もございますので、今後またその今の意見、将来的にしましても、今後と

もひょっとしましても、やっぱり区の一大事業でございますので、考えながら、また

青少年関係団体のほうに言うていこうと思っておりますので、それでいいでしょうか。  

○大西委員  

 よろしくお願いします。  

○清水委員長  

 ありがとうございました。  

○與那課長  

 少しよろしいですか。  

○清水委員長  

 これ、今の件、大体区役所の担当が知ってるはずなんですよね。そのときに、やは

り青少年指導員とか、これはこうこうですよって言うてもうたらええんや。だからそ

ういう指導をしていただいたらええのん違う。  

○與那課長  

 ご指摘のとおりです。子ども会のキック、ソフトについては、９月の第一日曜とい

うことで、定例的に決まっている内容でございまして、震災訓練は防災週間というの

は１日から７日までの１週間ございますので、日曜に開催するということになります

と、第一日曜というのがバッティングするのはもうこれ当然の結果だと思っておりま

すが、その辺についてはどちらもやっぱり集客を望むものでありまして、バッティン

グしたままでずっといくというのは、やはり本末転倒かなということもあります。開

催の日程については調整しながらどちらもちゃんと行けるようにさせていただく。  

○西野委員  

 早い目に日程をいつ開催するかって、どっちがどういくかわかりませんけれども、

やられる日程を。  

○清水委員長  

 西野さん、すみません、マイク使ってください。  

○西野委員  

 今、與那課長おっしゃいましたけれども、ですからお互いにやっぱりいいことをし

てますので、日程的に早目早目に下ろしてあげたらバッティングもないんじゃないか

と思いますし、お互いの意見も聞けますので、ぎりぎりにやるとなかなかどっちがど

っちがということになってまいりますので、年度初めに早々に日程を下ろしていただ

いたら、各団体が調整できると思いますので、その辺はくれぐれもよろしくお願いし

たいと思います。  

○與那課長  

 承知しました。検討させていただきます。  
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○清水委員長  

 ありがとうございます。何かご発言ございませんか。たくさんあると思うんですが

ね。今日、これ東成区の防災についてということで、先ほど報告あったんですが、実

際このアンケートにしても私が言うのもどうかなとは思うんですがね。アンケートも

このように出てますけどね。これ参加した人に、このフォーラムをどうですか言うた

らみんなええいうんですよ、これ。いや、ほんまの話が。だから参加しない人をいか

に参加さすかいう方法、問題ですね、これ。これはやっぱし、区のほうでねＰＲして

いかにゃいかんと思うんですよ。これほんまに、これ地域が来なさい来なさいいうて

言うんですよ。大体で参加するように言うてますねん、これ。これね。そういう方は

熱心な方なんですよ。そういう方に聞いても、ええの当たり前なんですよ、これ。だ

からこの間も区民まつりありますね。あのことを参加した人にどうですかと聞いたら

ええ、ええ、ええと。来年来ますか。行きますよ。こうなるんですよ。だから来ない

人の意見を聞かなあかんと思う。それが、東成区が伸びていくいうことなんですね。

昔は東成区で、東成区にあなたは住みたいですか、今後住もうと思いますかというア

ンケートをしたんですね。ほんならね、一般の人から80％ほど、東成区におりますい

う回答あったんですよ、これ。こんだけ東成区ええいう話が出てるんですよね。回答

がね。だからいっぺん、今回も区のほうからのそういうアンケートをいっぱいとられ

たらどうかなと思いますね、これ。でないと参加した人に何ぼアンケートしたって、

これええ回答しか来ません。だからそういうアンケートを区から予算を使って、要ら

んとこに金使わんと、そこへ使ってもらうのはどうかなと思いますね。 

○西村課長  

 ありがとうございます。私、区民モニターのアンケートの担当をしておりまして、

年４回のアンケートの機会ございますので、ぜひそのような機会を使いまして、防災

訓練とか来られない理由とか、そういうのをぜひアンケートしてみたいと考えており

ますので、またよろしくお願いいたします。  

○清水委員長  

 ありがとうございます。  

 それから、これをちょっと皆さん見てもうて何か質問があると思うんですがね。今

までの結果よりもこれから東成区どうしたらええかというご意見をね、賜りたいもの

なんですがね。  

 ちょっと区長さん、私のほうからお尋ねしたいんですが、これ学校にインターネッ

トの設備はできているんですか。できてまんねんね、これ。私それを学校に聞いたら

ある言うんです。私思いますのは、各小学校、中学校は避難場所になってますね。あ

そこでパソコンを持っていって、やったらええんじゃないかと思うんですよ。学校に

あるパソコンはほかのものが入ってますので、これを借りるわけにはいきません。す
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ると、情報を仮にどこそこ浸水したとか出るわけです。ところがそれをつなぐのにや

ってるのは教育委員会が管理してまんねんな。だから一般には貸せないかわかりませ

んいう返事を学校からもうてるんですよ。これ。だからそういう面ですね、いっぺん

学校と教育委員会へ言うていただきまして、それが利用できるかどうか。ほんならね、

水害でもそういう地震の被害状況ですね、全部出てくるんです。それをつなぐとね。

だからそのインターネットが入ってるんですが、我々が使えるかどうか。学校に聞く

と教育委員会のものですので、ちょっとその点は我々はよう答弁しませんと、こうい

う話。その点、いっぺんそっちのほうからやっていただいたらええんじゃないかなと。

私、実際は筆談やるでしょう。そのときに、用紙に書くよりノートパソコンを置いと

いて、ほんで打つ子を決めといて、ある程度若い子やったら打ちますわ。僕らはもう

手がしびれてどうにもなりませんけれどもね。だからそういうようなことを考えたら

どうかなと。地域振興会にも予算いってるでしょ。東成区の予算もあったりですね。

区からそういう予算を少しずつあげたらええのんちゃうかなと思うんですがね。検討

課題にしてください。  

○清野区長  

 今のお話しいただいて、しゃべれなければならない部分かもしれませんけども、一

つありますのが、役所のパソコンなんですけれども、いわゆる有線ＬＡＮになってい

て、いわゆる業務のシステムなんかでつないでいるものになると、その持っているパ

ソコンを職員が自分の番号を打ち込まないと立ち上げられないような形式になってい

る部分があります。そのパソコンについては、業務用端末ですので、そこにわけのわ

からないのが入り込まれますと、業務全体に支障を来すというようなのがあるので、

そのまま小学校にあるパソコンとつなげるかどうか。これはちょっと申しわけないで

す。多分学校の先生がおっしゃられるとおりで、地域の方に触っていただける状況じ

ゃないとは思います。ただ、今例えば、また後ほど機会があればお話します。今日も

防災対策の会議があったんですけれども、今例えばいろいろと区役所のほうとか市役

所のほうから皆さんに連絡させていただくのに、例えば携帯電話、これかなり機能が

上がってきてますのでね、ＮＴＴドコモとつないで、エリアに全部ＮＴＴの携帯を持

っている人には防災の情報をすぐ流せるようにしようとか、そんな検討も進めてます。

また、区役所のほうで持っているいわゆるインターネットの関係、これは区役所のほ

うと接続していただいて、双方向で何かをするということであれば、パソコンさえ立

ち上げられれば、恐らく何か考えられるんじゃないかなというふうに思いますし、ち

ょっと今回も職員に言ってたんですけれども、きょう８月27日の避難の場所、これこ

この丸で黒くしてましたけれども、例えば区役所なり市役所が通信衛星を使ってチェ

ックをできるような、そういう地図、ＧＩＳ、ＧＰＳなんかの地図なんかも、ネット

上で使えるようになってきてますので、だからそういうのをつないで例えば地域から
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ここの家で何かあったよと。それについて区役所のほうでまとめて整理して全部に流

すとか、双方向でやれる可能性が全然ないとも。今の状況ででも、全くないとも思え

ませんので、だめであればメールなりでいくという方向もありますけれども、区役所

と学校がつないでいかなければならないなというのは、これは十分認識してますので、

今回もそれぞれの区内被害状況、全小学校、中学校にファクスで流させていただいて。

というのは、エリア的にあったものですから、学校の先生、夏休みですし、ご存じな

いという話もあるのかなと思います。今後どういうふうに双方向で連絡取りましょう

かというのをちょっと担当を通じて始めてもらってますので、まずそういうところか

ら始めて、技術的に可能であれば、清水会長おっしゃるみたいに、それぞれパソコン

で連絡が取れるような方法があれば、またそれも考えていきたいと思います。  

○清水委員長  

 携帯は、もう災害があったらあきまへんねん。無線しかね。だからね、あのせっか

く無線が各校下に入ってるでしょう。実際に片江も平成７年に無線やりましてね、何

かあったら無線入れたいうて言うてましたよ。これが水害あったでしょ。私ね、各町

会へ、こちら片江本部という応答してくれたのはだれもおれへん。来たんですよ。お

まえな、電源入れよと。ところがね、ああいう水害がありましたやろ、小さい。うち

ついてへんと。そんなんついたんかと。こうですわ。もうだから、やっぱしああいう

のは、大雨降ったら、これは役員さん悪いけど歩かなあかんでと。私言うてるんです

けどね。だからやっぱり災害が起こったら各連合には区役所と結んでる無線あるんで

すよね。その無線の電源を入れると。これはやっぱし区役所のほうからもうちょっと、

私も連合には言いますけどね。言うてもらうようにやっていただいたらありがたいな

と思いますね。この間は実際役所と校下と無線入ったの僕だけなんですよ。ほか全然

入ってないというような状況ですので、これはもう再三言いまして、ほんまに一部的

な浸水でしたのでね、だから避難者もなかったですね。これ。今のところなかったで

しょ。 

○岡本（秀）委員  

 なかったです。  

○清水委員長  

 避難者はなかったですわ。ついたところは40センチぐらいつきましたかね。  

○岡本（秀）委員  

 そうですね。  

○清水委員長  

 床上もこれあるそうですけれどもね。20件ぐらいですか。あるんですね。これ。  

 ちょっと話、横道反れましたけど、何か今後の要望ですので。  

○岡倉委員  
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 岡倉です。今、清水委員長のほうから災害時における情報と言うんですか。ＩＴ化

したらどうかとかなんとかいうふうなご提案ですが、大変結構だとは思いますが、そ

こで僕は勉強不足なんですけれども、その防災センターの中心になる区役所なりある

いはこの区民交流センターですか、が停電時における自家発電装置とか、そんなんき

ちんとできてるんですか。  

○清水委員長  

 自家発あるよね。そっちあります。  

○吉田防災担当  

 はい。自家発電装置備えてあります。  

○岡倉委員  

 だからそういうきちんと各校下のほうでも、何かいい方法をあれしないと、せっか

くの電子機器がやっぱりパワーがないと、ただの何と言いますか、ハードだけでは動

きませんのでね。そういうようなことも将来に向かって研究課題にしていただいて。  

○清水委員長  

 各校下にはね、東成区の日赤奉仕団から、一応発電機は送ってます。これは1.5や

ったかな。  

○岡本（秀）委員  

 2.3． 

○清水委員長  

 たしか1.5か2.3。2.3ですか、あれ。各校下は持ってますけどね。こう訓練やって

くれと。やってくれてるものと思うてますけどね。  

○清野区長  

 避難所開設訓練なんかのときに、私何ヵ所か毎年回ったりするんですけれども、実

際に発電機引っ張ってやっていただいているところありますし、岡本会長のところな

んかは、夜間の泊まりの訓練やられましたので、その発電機を直接学校の配電盤につ

ないで電気がつくように、そういうチェックをしていただいているところもあります。

そういった意味で各校下とかね、そういうチェックはしていただいていると思います

ので、ご報告だけさせていただきます。  

○清水委員長  

 はい。どうぞ。  

○深江委員  

 医師会の深江でございます。中本連合会で先週の月曜日にも、大阪市でも初めて、

あるいは全国でも初めてと言われている図上訓練を行いました。実際震災が起こった

という設定をもとに、参加者にいろんな状況下を指示いたしまして、そこでどう対応

してもらえるかいう問題にしたんですけれども、実際問題、大きな震災が起こってし
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まうと、救急車は動かない。医療機関も不足している。救急病院ももちろん手いっぱ

いで動かないということ、信号機もストップしている。これ交通手段もだめな状況下

で、震災におうた被害者をどう助けていくか。一番緊急を要する方をいかに助けてい

くかいうテーマに、我々は非常に各診療所が率先して患者を受け入れるということで

は問題ないんですけれども、次、第二次的に小学校にあるいは中学校に避難されると

いう形になると思うんですけれども、その避難場所に医師を派遣できるのが約２時間

後、その最初の２時間の間で生死を分ける問題に対して、いかに区民の方が適切に対

応しておられるのかいうのは非常に大きな問題なんです。救急車が動き出し、あるい

は自衛隊が動き出したときには、それなりの援助が期待できますけれども、最初の１

日目に、いかに我々医療機関のドクターがその避難所に詰めれるかいう問題を我々医

師会は真剣に考えておりますが、実際防災訓練、９月４日にもありますけれども、９

月４日にやったときに、連合町会さんの参加が非常に熱心で頭下がる思いなんですけ

れども、当日使わしていただく学校、あるいは収容場所になる学校の参加者がなけれ

ば、これは不十分かなと考えておりますので、その辺、委員長よろしくお願いいたし

ます。 

○清水委員長  

 ということは、具体的にはどういうことなんですか。  

○深江委員  

 学校関係者の震災訓練に対する参加がなければ、実際震災が起きたときに中心にな

って動いてもらえるのはやっぱり学校関係者ですので。  

○清水委員長  

 学校ね。この間、片江小学校でフォーラムをやりましたね。そのときは８人来てま

したね。私いつも言うんですわ。先生が来なかったらいかんやないかと。教頭一人で

はあかんと。この間言いましたらね、この間の６月の４日やったかね。あれ、やった

ん。そのときに先生８人来てました。そういうことをやっぱり区から言うてもらわな

あかんと思いますね。  

○深江委員  

 そうですね。現場に教職員がいないというのは収容場所の機能がほとんどわからな

くなってしまうんですよ。  

○清水委員長  

 そうですね。  

○深江委員  

 できるだけ今後とも震災訓練をすると思いますけれども、そこに教職員の参加をお

願いしたいなと考えております。  

○清水委員長  
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 ありがとうございます。頼みますわ、役所のほうから。  

○與那課長  

 若い世代の育成とかというところもございますし、学校のカリキュラムの中に防災

教育も含めて、やっぱり入れていかなあかんという問題点等々ありますので、当然学

校との接触、調整というのはこれから発生してまいりますので、そういった点につき

ましても強調しながら取り組んでいきたいなと、このように思います。 

○清水委員長  

 西野さん、どうぞ。  

○西野委員  

 西野でございますけれども、先ほど若い人たちから、若い力が当然震災のときには

大事やという説明があったんですけれども、最初の岡本委員さんが最初に地域防災フ

ォーラムのことをおっしゃいましたけれども、お聞きしたいことが多々ありまして、

このフォーラムをやられた内容です。どういう内容をカリキュラムでやっておられる

のか。どういう内容でその時間を過ごしておられるかという内容ですね、どんなこと

をやって、こんなことをやったということをちょっと教えていただきたいのが一つと、

若い力、当然中学校でこれやられておりますけれども、小学校でもやられております。

人数、参加者人数出ておるんですけれども、なかなか学校にお願いして、いろいろと

子どもたちが集まるか言うたらなかなか集まりません。さっきもクラブ活動のことも

おっしゃいましたけれども、当然クラブをやっておられて、そのときに参加したとい

う部分も聞こえたわけですけれども、やっぱりそういう中学校なり小学校の子どもた

ち、我々も若い人を集めるのに本当に苦労しておりますけども、なかなか今の人たち

は文章だけではなかなか参加してくれない。ちゃんと見てるか、学校からのお願いと

いう文章、そして先生方からも言うていただいているものはあるけども、なかなかそ

れではやっぱり子どもたちの参加というのは非常に薄いわけです。ですからいかに子

どもたちの中に入って接して、そして気持ちを通じて、人間関係ですので、その辺は

子どもとの対話をしながら参加のお願いをせなあかんいう部分があると思います。で

すから、何ぼ文章簡単やから流したらそれでええわというのじゃなくて、やっぱり汗

水垂らして、人の参加というのは求めていかなあかんと思いますし、文章だけでなか

なか人は集まらない。我々も青少年関係のほうで子どもたちを集めるという中ではな

かなか文章だけでは。ですから、いろいろなことを子どもとの対話、子どもとの何か

のときの対話で入っていって、タイミングよくやると。ですからこういうせっかくの

フォーラムをなさる部分もありますので、やっぱりこれから先も集め方の問題もおっ

しゃいましたけれども、その辺は考えて、早目に早目に何回も言うんですけれども周

知、早目に案内を出していただいて、子どもたちに声かけをして集めるという努力を

していくべきだと思っています。あと内容等ちょっと教えていただきましたらありが
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たいと思います。  

○吉田防災担当  

 一つ目はフォーラムの内容だと思いますので、今回この間私たちのさせていただい

たフォーラム、基本的には、被災地、この前の東日本大震災の被災地のほうにいろん

な職員を派遣をしておるんですけれども、その派遣職員の現地の活動方法を大体中心

に行いました。その後、その体験に基づきましてですね、それに対しましてですね、

いろんな意見表明とか、座談会、任意形式での意見交換会を行ったような中学校もご

ざいますし、あるいは震災訓練とか、一緒にコラボレートした会場もございます。で

すので、５会場でやったんですけど、それぞれにちょっと特徴がございまして、基本

的には職員の活動方法というのを基本におきまして、あとそれぞれいろんな、パネル

ディスカッション的なことをやったところもありますし、訓練をやったところもある。

そういうふうに思っていただけたらいいのかなと思います。  

 それと二つ目の、たしかに紙のお知らせだけではなかなか参加してもらえないとい

うような趣旨だと思うんですけれども、その点はね、ちょっと説明の中でも申し上げ

たんですけど、中学校の会場をお貸しいただくときに、学校の先生にお願いに上がっ

たんですけど、やっぱりいきなりそんなん言うても無理やと、いうのはたしかにあり

ます。たまたま学校の試験休みのときはあいてるから貸してあげられるけれどもね。

ただ、こういった訓練とかフォーラムに中学生を参加をさせるのであれば、やはり段

階を踏まないといけません。それは例えば１年生のときは大きな基礎的な知識を講堂

とかで話をするとか。二つ目、２年生は少しレベルを上げてちょっとワークショップ

的なものをやるっていう、そういったふだんの授業の中から段階的に行って意識づけ

をしていくことが重要ですよ。それを飛ばしていきなりフォーラムに参加しなさいっ

ていうのはそれは到底無理なんですということを言われました。私もその点、今回で

一番大きな反省点かなと思っておりますし、どうやって中学生の参加を促していくの

かというのを、命題だと考えておりますので、そのような意識づけが一緒に、そうい

ったところに区役所とか、あるいは防災リーダーの方がたくさんいらっしゃいますの

で、その方々のご意見なんかをいただきながらですね、ふだんの中学生の生活の中に

入っていって、意識をもっていっていただけるような方策ができないかというふうに、

考えている途中でございます。ということでよろしいでしょうか。  

○與那課長  

 ４、５、６年生、中学１、２年生とか児童・生徒さんを、やはりその参加をしてい

ただくとなりましたら、やはり体験型の訓練というのをそのカリキュラムの中に入れ

ていく必要は絶対あると思います。例えばこれも結果的に相生中学校については、ク

ラブ活動をしているときに消防と地域防災リーダーの方がやられた放水訓練、これは

一番端のほう、先端のほうを持っていただくような、そういう地域防災リーダーと一
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緒になって火消するということに興味を持たれて、実際18人ぐらいですかね、一人ず

つ持って放水をされた。片江小学校でもちっちゃい子どもさんが体験をすることにつ

いて、やはりそういう発想を持っていかないと、なかなか子どもさんの興味を引けな

いと。参加をまずしていただく中で、時間をかけて、小学生であれば今度中学行きま

すので、小さいときから防災についての意識、そういったものを体験しながら感じて

もらえるような、そういう内容を考えていく必要はあるのかなと。炊き出しもそうで

すし、片江の資料にもありますように、ロープ結束とか、三角巾とか、やっぱりそう

いうところから入っていくというのも一つの方法ですし、当然子ども会さんとか指導

員さんとか、ふだんから子どもさんと接しておられる方々から、我々行政としても情

報をいただきながら、接し方も含めてちょっと検討をさせていただきたいというふう

には思っております。  

○清水委員長  

 よろしゅうございますか。  

○岡本（美）委員  

 すみません。3.11以降すごく、全国民防災意識に対してはあると思うんです。その

カリキュラムに入れていくというのもすごくあるんですけれども、何か今一番みんな

が興味持ってることって意識していることが今だと思うんですね。今でも地震多いで

すよね。余震がたくさんあったりとか地震がある中で、その段階踏んでとか、こう何

年とかって言われると、何かピンと来なくて、先ほどもそんなに意識が高いのになぜ

参加者が少ないのか。もうこの点が私は一番気になる点なんですね。やってることは

すごいいいことやのに、参加すればすごくみんながいいと言うのに、どうして参加す

る人が少ないのかということがすごく大事かなと思ってしまって、そういうこのフォ

ーラムの各中学校なんですけれども、結集目標とか、そういったのは掲げてるんです

かね。結集。何人来たらいいっていう結集目標とかというのはされて。 

○清水委員長  

 マイク前に。聞こえました、聞こえます。  

○岡本（美）委員  

 すみません。私はその結集目標をどのぐらい取ってはるのかとか、あとまた今度の

９月の４日のことも町会でいろいろ回ってきたんですけれども、各班から１名でいい

とか、そういう決められた人、声がかかった人しか参加できないじゃないかという声

もありまして、組には回ってくるけどだれからもプッシュされてないんだったら何か

行きにくい、行きたく、そういう部分が出てきてるいう話もあります。青少年のほう

の話も出たんですけれども、いきなりとかいうのが結構区の方は多いかと思うんです

けれども、やっぱり１年前から学校もそうですけれども、１年前からいろいろ計画立

ててはるので、何かにつけても私たちもよくあるんですけれども、本当にいきなりと
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いうのは大変です。でも、ある程度子どもと親が集まるというのは、各小学校、青少

年の校庭キャンプ等がありますので、うちの東中本小学校でもこの９月に今週末ある

んですけれども400名の参加があります。そういうところをこれからもポイントポイ

ントじゃないんですけれどもたくさん集まるところの機会をいろんなものをコラボし

ながらやれば、結集というか参加者が多くなるんじゃないかなと思っていますが。  

○與那課長  

 ありがとうございます。区役所23年４月からリスタートという形で地域担当制とい

うような形つくって、どんどん地域のほうに区の職員が入っていく。入っていくのに

は目的としてやっぱり課題は何だろうなと。例えばここのこの連合ではどういうこと

をされてるのかなとかということを、本当に職員も体感しながら、実際入ってみない

と地域が今どうなってるかというのはわからない状況やというようなこともあります

ので、2011年のそのルネッサンス基本方針、これに基づいて市政改革の一環として今

進めております。地域にどんどん職員が入っていく。そういう中で感じたこと、起こ

っていることについてどうしていくんだということの、今はご指摘いただいた地域を

知っていかなければ、絶対その１日の関係だけでは何も進まないよということについ

ては認識をしておりますので、今後、どんどんと地域に入っていきながら、そういっ

た関係づくりについてもプラスにしていきたいなというふうに思っております。  

○清水委員長  

 どうぞ。  

○松下委員  

 松下と申します。私、今、東成のマンション、203～204世帯ぐらいのマンションに

おりますが、やはり定期的に見られるのは、防災訓練とかいろんなことやっていただ

いてますけれども、いっつも何人集まったらそれで一応やったなというのも毎年続き

まして、濵田会長さんも、これでまあ一つ終わったなというのがずっと今まで10年ぐ

らい、続いております。そしたら何のためのその皆さんのね、やってるかわからんで

もね、何のために誰のためにやってるんかなっていつも疑問に思ってまして、だから

と言って、参加してもしている人はいつも同じ顔ぶれで、まあ一応この役職のある方

とか、そういう方で、そしたら一般のあとの220人ぐらいが、結局知ってもらえるけ

れども誘いがない。誘う手段もない。これは一体どうしたらいいんかなというのが、

ずっと今まで疑問に思ったんですけれど、そのやり取りというか方法を、やっぱり何

か、お役所の方に言うのもあれですけど、そういうとこが、やっぱり集めるというこ

とをまずしないと、ああ、これで終わった終わったと結果論で、こういうふうに今ま

でずっと続いてきておりますので、そこも疑問に思っております。  

○清水委員長  

 私ちょっと言いますわ。実際こう役所のほうから、例えば９月４日震災訓練がある
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と。１軒１軒ビラ入れてるでしょ。１軒１軒入ってるんですよ。地域振興会は各隣組

をくぐりまして、１枚１枚取ってくださいって回覧してるんですよ。１枚１枚交付で

すよ。だからお父さんが見てお母さんが知らんいうのはないんです。１枚１枚配布し

まして案内してるんです。参加者はだれでもいいんです、あれは。だから片江あたり

は500人ぐらい来ますね。来はった方に必ず三角巾、それからロープの結び方とか、

担架のつくり方、みんなやってますよ。だから来た人よかったな言わはる。僕らはほ

んまは全然無知な人が来てほしいんですけどね。せやけど、毎年やっぱしメンバー見

たら変わってますよ。防災リーダーは変わりませんのでね、町会長とかね。それ以外

は毎年来はる方もあります。お宅はどこの校下ですか。  

○松下委員  

 東成区の中本です。  

○清水委員長  

 中本ですか。中本、わりかししっかりしてやってくれてるんと違います。  

○松下委員  

 うちはマンションですので。  

○清水委員長  

 そう僕は見てるんですがね。マンションも町会の一員としてお金払ってないところ

には、そこの校下によって、これもう申しわけないんですが、地域振興会はみんなお

金集めてますよね。各家庭から会費を。マンションは入ってない方あるんですよ。そ

こが我々関係ないから回せへんとこうなるわけです。ところが建物で30戸とか40戸と

か、あるマンションね、一人入っておられたらポスターぐらい貼ってまっせ。貼って

くださいってわしらお願いしてますのでね。お宅のマンションが大きかって、だれも

入っておられなかったらこれは知りませんけどね。  

○松下委員  

 マンションのエレベーターの前では大きいのいつも貼っております。毎回。けど、

参加者は少ない。  

○清水委員長  

 だから案内はしてるんやもんね。  

○松下委員  

 だからちゃんともう管理人さんがね。  

○清水委員長  

 できるだけ案内するように我々は指導してるんですがね。  

○市田委員  

 先ほどからそのお誘いがなかったら出にくいとか、若い人は余り興味もなく言われ

なかったら出にくい。今中本の方もおっしゃいましたけども、やっぱりそれは各自の
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意識の問題と思います。でもそのやっぱり意識が薄らいでいるというのは、今、世の

中のそういう感じになってると思いますけども、やっぱり各自の意識でないと、もう

本当皆さんはお世話している方一生懸命してると思うんです。その若い世代の意識を

どのほうにこちらのほうに向けるとか、その向けるというよりも、もう本当この３月

11日のこの震災である程度は若い人もそういう意識を持ったかなと思いますけども、

やっぱり言われなかったら出にくいというのはやっぱりまだ意識が少ないと思います

けどね。  

 以上です。  

○清水委員長  

 はい。どうぞ。  

○大垣委員  

 すみません。中本中本とさっきから出ておりますので、ちょっと中本何丁目でしょ

うか。 

○松下委員  

 ３丁目です。  

○大垣委員  

 そうですね。東中本校下ですね、校下は。中本３丁目。○○○○ですね。中本中本

って出てますので。  

○松下委員  

 私もちょっと申しわけございません。  

○大垣委員  

 すみません。実は今市田会長も言われたんですが、私もこのフォーラムに出ており

ません。お誘いがなかったんで出なかったんですわ。だからこれだけの大きなフォー

ラムをされて、私は行ったらよかったなと思うのが物すごく今胸に詰まっています。

行ってやっぱり勉強しとかなあかんなということを自分自身が思いまして、私は今社

協にもどこにも属さず、東成母子会の会長としていのいてますので、いろんな意味で

やっぱり出とかなだめだな。これだけのフォーラムやっていただいているのに、自分

も勉強せなというところがありました。それは今大きく反省してますので、今後のこ

とは参加したいと思いますけれど、防災訓練は毎年出てるんですよ。だけどほかのこ

とでこんなに思ったことはないので、皆さんにお声をして参加しましょう。よろしく

お願いします。  

○上田委員  

 今マンションの方の話ありましたけれども、周知徹底いうことは今委員長も言われ

ましたように、各戸の各戸別に町会から回っていく防災の９月４日の件もみんな受け

てはるんですけども、それ以前に東成のもう区政だよりですか、区民だよりですか、
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新聞に挟まっているあれにも出ていたと思いますので、だから町会に入っておられな

い方も、自由な立場でその記事は見られて、そして参加されるのは、これは大いに結

構なことやと思います。いつ何どきこういうことが起こるかわかりませんけども、起

こらないように願っているんでございますけれども、防災訓練も何回も何回も出てお

りますと、だんだん、その体が覚えてきまっせ。何か起こったらあないするんやない

うことは、最初のころは余り信用しておりませんでしたけれども、別に覚えたくない

んですけれども勝手に覚えたような状態で、これからも防災訓練も気楽な気持ちで出

ていくつもりにしております。  

 以上です。  

○清水委員長  

 はい。どうもありがとう。  

 はい、どうぞ。  

○篠﨑委員  

 校下は神路ですけど、防災訓練にしてもフォーラムにしても、どちらかというと学

校を中心的に開催しているのが多いと思うんですよね。実際震災などいろんなことが

起こったら、高齢者が多い東成、特に神路などは高齢者が多いんですけど、学校まで

避難行かれへんという問題も非常に出るんです。だから私はどちらかと言うと、振興

町会とか日赤奉仕団とかは班が主ですやんか。だから近くの空き地に集まって、それ

こそちょっと自炊するとか、弁当買うてそこで夜食べよかとか、そういうほんまに参

加型、だれでも参加できるようなやり方も考えていかないと、やれ学校、やれどっか

行って訓練するのも一つ大事なんですけど、そういうほんまの訓練を自らやるという

ことが、いかに大事かいうのは物すごくあると思うんですね。だから10回参加したら、

１回か２回ぐらいはいろいろ頭に残ると思うんですよね。残念ながら神路もそうなん

ですけど、同じ人が何回も何回も行ってるいう形なので、だからいざ何かがあると、

やはりその人が高齢化になっていくと、本来動いていただかなあかん方は何もわから

ないと。それと参加していても、年だけ食うてて何もわからないというのが現実ある

と思うので、そういうふうに小刻みでやっぱり訓練とかフォーラムとか、そういうこ

とをするのも大事じゃないかなと思います。  

○清水委員長  

 はい。どうもありがとうございます。  

 はい、どうぞ。  

○小川委員  

 私地域振興会やってて感じるんですけれども、やっぱり町会で組織とかあるわけな

んですけれども、何か行事をする場合、なかなか参加者がないと。肝心の防災の訓練

のときも全員参加じゃないわけなんですね。はっきり言ってからに、時間あって暇の
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ある人が出てきたいうような形で、若い人で出てくれとかっていろいろ勧誘するわけ

なんですけども、なかなか反応が鈍いいうことなんですけれども、私、今、町会長で

清水会長も一緒やと思うんですけれども、町会をまとめてどうこういう形になると、

結局我々の考えているのは全員参加ということを考えてやっとるわけなんですけれど

も、なかなかそうはいかない。特に防災訓練のときにもそうなんですけれども、この

９月の４日でも一応大成やるわけなんですけれども、ほかの行事に比べるとやや参加

率がいいというような実態ですので、我々がおぜん立てしてやれ参加せいやれ参加せ

いと言ったところで、なかなか反応が鈍いと。ほんなら私らも嫌になるなという形が

あるわけなんですよ。しかしそれはそういうことをできないと。やはりいざ本番とい

うか、いざ災害発生したときには、やはりみんなで助け合ってやらにゃいけない。そ

のリーダーである町会長がダウンしてしまうかもわからないし、連合の町会長がダウ

ンしてしもて参加できない。そうするとだれかがやらなきゃならない。そういう認識

で結局私たちの地域でそういう参加で呼んで全員参加ということを強調しとるんです

けれど、リーダーである町会長が必ずしも健全でリーダーシップとるとは限ってない

いうことも実態として認識してほしいということを、よく申し上げるんですけれども、

災害の場合は、みんなの問題ということで、そういう形なもので、我々常に強調しと

るんですけれども、率直に言うて鈍いというような感じです。  

○清水委員長  

 はい、どうぞ。  

○岡本（秀）委員  

 すみません。災害に関しましては、私もリーダーの一人として、今までやらせてい

ただいておりました。今各連合さん、ご自分の地域に合ったように、地域に合った方

法でいうことで、ここ数年来やらせていただいております。年に１回の総合震災訓練

の、従来は東中本公園にあちらにみんな集まって、デモンストレーションをテーマに

する。そういった訓練なんですけれども、今は校下によって、校下のいい方法で皆さ

んの興味のあることをやっていただいたらいいよということで、自由に今やらせてい

ただいております。なかなか先ほど篠﨑さんおっしゃったように、お年寄り小学校ま

で歩いて避難してくれというのは非常に難しい。特に夏、９月でしたらまだまだ暑い

ときですので、我々そういった人たちには事前に車いすを２、30台借りてきまして、

それを各町会に必要数配布をして、これで連れていってあげてくださいいうことで、

そういう避難誘導訓練を一緒にやっているわけです。でもなかなかそれだけでは伸び

にくいですね。人数も。今ここ昨年から私のほうで取り組んでいるのは、やっぱり一

番の初動というのが、各町会で各班で動かなければ、なかなかばらばらに小学校へ行

って、さあ点呼や安否確認しようという、なかなか難しいわけですね。またそれやっ

たら、地元まで１回ずつ行って点呼もせないかん。そういうことじゃなしに、まちな
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かで自分のところのまちでまず訓練しようやということで、私どもも昨年から自主的

に町会だけの訓練をやっております。そうすると、今まで大体小学校へ集まってくる

のが20人ぐらいの皆さんが集まっていただいたんですが、町会でやったら50人、60人

来てくれるわけですね。お宅の前でやるよということになったら、なかなかじっと家

の中でそのこもってられへんと。どうしてもやっぱり顔を出して、ああ、あそこでや

るんやったら私でも行けるかなということで出て来ていただいて、そういった訓練も

やってます。まず集まってきていただいた方に、何らかの訓練をやっていただくとい

うことを中心にしてまして、私も一切口を出しませんし、遠くから見ているだけです。

私以外に４人のリーダーがおりまして、それぞれに役割だけを分担して、ここからこ

こまでの班は見てあげてねということで、リーダー役をしていただいています。そう

するといざ言うたときには、どなたかが出てきていただいたらそれだけのことができ

るやろということでやってるんです。今年も11月に予定をしております。皆さん方に

は何をするかということは一切お知らせはしておりません。ただ、何月の何日何時に

震災が起こったからここへ集まってくださいいうことで、まず集まっていただく。で、

集まっていただいた人の中、顔を見ながら、そしたらバケツリレーしようかとか、あ

るいは消防から可搬式ポンプ借りてきて放水訓練しようかとか、そういったことで今

までやってきました。今年度もマンションの３階から避難者を救出する訓練をやりた

いなと、今検討をしておるところです。今日、明日町会の主になっていただいてる

方々、集まっていただいて、会議をしていただく予定はしておりますけれども、私は

その会議にはもう出ません。一切お任せしてやっていただこうと、そういうふうに思

っております。やはりやり方によっては、集まっていただける、参加していただける

人も増えてくるんじゃないかなと思います。また、今里連合でも先ほどちょっと区長

からご紹介いただいたように、夜間訓練もやりました。それから体育館で宿泊を体験

していただこうと思って、宿泊訓練もやりました。夏の暑いときでしたので、たまた

ま、新道パトリいう交流拠点があるんですが、そこの代表が中村クリニックの院長先

生にしていただいています。ほんならわしも地域のことやから協力するわということ

で、一晩一緒に泊まっていただいて、そういうことでだんだんとそちらのほうも増え

てくるかなと思っております。地域に合うた地域の声を聞きながら、やはりこれも進

めていかないかんかなと、そんなことも思っております。ありがとうございます。  

○清水委員長  

 今日は、各校下が発表ではございませんので、最前から、ちょっとその自分のとこ

ろの校下で参加するとかいう意見が出ましたので、今ちょっと岡本さんから話出たん

ですけれども、今日は目的は、23年度の東成区の行政面から見て今こうこうやってま

すと。だから今後何かありましたら言うてくださいというのが主でございますのでね。  

 ちょっと返りますけれども、もう時間もありませんので。これ今、８月の27日の大
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雨の浸水被害で、これは役所の方が早くから活動していただきました。本当にありが

たいと思うんですけれども、これ実際はこんなにうまくいきません。この日、ちょう

ど言うて悪いけれども、このここの会場で仕分けがありましてね。それでやったわけ

です。それがもう朝からやって、それから午後は１時半ごろからやったんかな。その

後に雨降ったんです。だから我々も役所へ、今日は来ているだろうということで連絡

が早かったんです、これ。せやけどいつもはこんなにうまくはいきません。しかも土

日でしょ。これ役所休みなんです。だからこれは頭に入れてもうて、今回はよかった

けど、このとおりやれと、これ役所できませんので、それちょっと頭に入れておいて

ほしいなと思います。恐らくこれが１日、２日ね、ずれてくると。恐らくはこれ東成

区の課長でも大阪市内住んでませんし、大体家から来る言うたら１時間ぐらいかかる

でしょ。思うんですよ。だけどそんなすぐにはいかんと思いますけどね、今回は敏速

に活動していただきましたので、我々は感謝しているんですけどね。早かったでしょ、

岡村さん、今回ね。後から24区ありまして、この対応できたのが東成区だけなんです

よ。薬もまいたと。これは前ここでフォーラムやったおかげでございますわ。仕分け

やった。  

 ちょっと話横へ反れましたけど、何かございませんか。災害に関しまして。どうぞ。  

○宮田委員  

 すみません、宮田と申します。さっきから初めのほうで学校とのつき合いってもの

すごくあったと思うんですけどもね。私、ことあるごとに思いますのが、東成区って

高校ないんですよね。中学校、小学校、幼稚園はちょっと別としまして、中学校も小

学校も私立はないんで、大阪市立だけなんですよね。11校と中学校が４校。考えてみ

ましたらこれみんな区民なんですわ。東成区民になってくるわけなんですね。学校に

通っている児童・生徒がすべて。それで私いつも思いますのが、学校へ何々してくれ

って言ったって、まず動いてくれません。だから、ＰＴＡを動かすほうが先ちゃうん

かなって思うんです。動かすって言い方は語弊があるかもわかりませんけど、区Ｐの

単位で、どう言うんですか。区役所さんって窓口がありますでしょ。その辺で何かを

ね、かみ合わせてやっていったらどうかなって思うんです。ＰＴＡが何かやりたいっ

てなりましたら学校も断るわけにはいかないですからね、そっちのほうが早いんと違

うかなって思います。  

 さっきもちょっと意見でありましたように、こういう言い方はちょっと乱暴かもわ

かりませんけど、防災って言葉も今が旬やと思うんですよ。ですから今すぐ動かなあ

かんと思うんですわ。いや、何年かけて小学生が中学生になるのを育ててなんて言っ

てられないと思うんですよね。標語でもね、防災フォーラムの頭にくるのを見てまし

たらね、「いつかは来る」から「必ず来る」、「今にも来る」ってだんだん近づいて

きてるんですよね。ですからやっぱり本当に近づいてると思うので、もっともっと早
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い、例えば若い力っていうことになりましたら、早いつき合いと言いますか、やっと

くことが大事だと思いますよ。中学生とか小学校高学年っていうのは物すごくあると

思うんですけどね。私ら何かイベントするときに、いつも考えますのが、小学生の低

学年でも学べるような、例えば防災フォーラムをやったら、低学年には絶対保護者が

ついてくるんですよ。ということは、一人の子どもに親絶対一人がついてきますから、

そこで親の教育言うたらまた極端な言い方ですけど、できると思うし、今の例えば小

学校の運動会なんか、幼稚園もそうですけど、見てましたら、子ども一人にね、じい

ちゃん、ばあちゃんまで４人来るんですわ。ほんなら、ここで何かを起こしたら、例

えば防災フォーラムでもやろうとしたときに、人数を集めるって、動員の人数じゃな

くて、自然に来る人数で物すごい対象になるんと違うかなって思うんです。という意

見なんです。  

○清水委員長  

 ありがとうございました。  

○宮田委員  

 それともう一つだけ。一言あるんですけど。  

○清水委員長  

 はい。  

○宮田委員  

 今度、私が引っ越したマンションて町会入ってないんですよ。町会入ってないいう

ことは、全く何にもわかりませんわ。ですから、９月４日に、今度防災フォーラムが

あるって。例えば、ここへ出てこられている委員の方たちは物すごく意識があるから、

区民だよりでも見はると思うんですけど、一般の人そんなん一切見はりやしませんか

ら、全く何にも知らん人っていっぱいいてると思うんです。８万人の人口の中にね。

ですから、もっともっと町会の加入率も上げていったほうがいいなって。ちょっと話

は違いますけど、思います。どうもすみません。  

○清水委員長  

 宮田さん、太田クラブは片江にいてはったでしょ。  

○宮田委員  

 はい。  

○清水委員長  

 片江にいてはって、ほんで神路のほうに転宅されましたね。そこのところが町会に

入ってないんですか。  

○宮田委員  

 そうなんです。  

○清水委員長  
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 だから不自由すると。連絡がないっていうことですよね。  

 ありがとうございます。我々助かります。そういうこと言うてもうたら。やっぱり

地域振興会に入ろうかなと思っていただけますんでね。ありがとうございます。  

 大体今日、これ３時ごろまでということでやったんですけれども、いろんな意見を

拝聴しまして本当にありがとうございます。まだまだあると思うんですよね。これ。

僕でも言いたいことあるんですけどね。もう時間も時間でございますので、一応今日

の議題にございました東成区の防災についてということにつきましては、これでちょ

っともう一時終わらしていただきたいと思うんでございますけど、よろしゅうござい

ますか。何かほかにあります。よろしいですか。  

○篠﨑委員  

 一つだけ。  

○清水委員長  

 はい。どうぞ。最後。  

○篠﨑委員  

 すみません。また調べておいてほしいんですけど、企業の協力いう意味で、相生中

学の近くの宝栄校下になるんですけど、コクヨの社宅があるんですよね。あんまり住

んでおられないように思うので、避難所とかそういうのに貸してもらえるんかな。あ

んまり入ってはれへんみたいなんですよ。だから企業の協力いう意味で、そういうの

を役所さんも知っとくいうのもどうかなって。いつも通るたんびに思うんですけど。  

○與那課長  

 ご指摘の点につきましては、調査をさせていただきたいと思います。 

○清水委員長  

 どうもありがとうございました。これで以上をもちまして、東成区の防災について

という件は終わらせていただきたいと思います。  

 そのほかに報告事項があるそうでございますので、これは誰がやってくれますの。  

○西村課長  

 すみません。非常に熱心な議論をいただきまして、本当にこれこそ区政会議の本来

の趣旨であると思いますので、あと報告事項は簡単にさせていただきたいと思います。  

 一つは、資料６にございます先週の土曜日に開催いたしました事業仕分けの結果と

いうことでございます。資料６の一番後ろのページに事業仕分けとは何ぞやというこ

とが書いてありまして、大阪市なり区がやっている事業について、仕分け人と言う方

が外部の視点でそもそも必要かということについて議論いただきました。こちらの区

政会議のほうからも３名の委員さん来ていただきまして、仕分け人になっていただい

て、非常に厳しいご意見とかもいただきました。  

 その結果、資料６の表面に書かせていただいていますような下のほうにちょっと書
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いてますが、青色防犯パトロールにつきましては、区民の判定人の方はもう抜本的に

検討してくださいと。仕分け人の方は地域主体でもっとやってはどうですかと。あと、

地域防犯マップの作成につきましても、抜本的に検討と。仕分け人の方はその地域主

体でやってはどうですかと。それから三つ目の清掃のボランティアとまち美化パート

ナーにつきましては、これも区民判定員の方非常に厳しくて、抜本的に変えてくださ

いよと。仕分け人の方は要改善ということでした。ただ、生涯学習ルームにつきまし

ては、区民判定員の方も仕分け人の方も現行どおりで頑張ってやってくださいという

ふうな結論をいただきました。最後は広報事業、これは私が仕分けを受けたんですけ

ども、要改善、要改善ということで、もっと改善してがんばってやってくれというふ

うな結果をいただきました。  

 引き続きまして、もう一つの区の運営方針についての資料、説明でございます。た

くさんの資料をつけさせていただいていますが、今日のところはご議論いただくこと

はできませんので、次回区政会議開きましたときのご議論のためにということで、今

回は資料をつけさせていただきました。区の運営方針というのはそもそも何かと申し

ますと、今もう既に始まっているんですが平成23年度に区として、行政としてどんな

ことをするかということを書かせていただいています。この中には選択と集中という

ことでございまして、この中に選ばれていない事業もたくさんございます。ですので、

皆様からもたくさんのご意見をいただいて、事業を選んでいくというふうなことをこ

れからもしていかなければならないということでございます。  

 この１年間の運営方針をつくるに当たりましては、大阪市の全体の方針というのも

踏まえた上で作成しておりまして、また評価をしなければ全く意味がないので、自ら

でこの23年度決めたことについて実際できたかできなかったかということについては、

自己評価をいたしまして、またその結果を公表させていただきたいと考えております。

また、評価の仕方としましては、この事業をやったことで、全体的によくなったかど

うかというのをアウトカム指標というのがございまして、そちらのほうで評価すると

ともに、事業がちゃんとできたかどうか。自分たちが思うとおりことを全部こなした

かどうかというのをアウトプットと言うんですけども、その横とも全部みずから評価

しまして皆様にお知らせさせていただくというふうな、１年ごとに運営方針を決めて、

それを皆様に見ていただくと。それを参考にまた次の24年度の運営方針を決めていく

というふうな、そんな流れになっております。  

 少し運営方針についても説明させていただきたいと思います。様式１というやつで

すね。この大きな紙を見ていただきたいと思います。平成23年度東成区、区の目標と

して何をするかと。申しおくれました、この１枚目というのが、後ろについています

紙全部を説明するような全体概要となっておりますので、１枚目を説明することで後

ろの紙も全部説明できると思います。  
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 区の目標で何を目指すかということで、一つは区民の方と区役所が一緒にまちづく

りに積極的に取り組んでいくというふうな目標と、それからやはり安心に安全に暮ら

していただけるまちというふうなことを目標にいたしまして、区の使命、右のほうに

書いています。どんなことをするかと言いましたら、まちづくりのために積極的な支

援をしていくと。それから区役所自身も触れ合いいっぱいのスペースにしていくと。

その二つを区の使命と考えております。そのために、区の方針ですね。基本方針とし

ましては、区民による地域運営の仕組みづくりをちゃんとつくっていきますよという

ふうなことでございます。  

 全体の概要として、三つございます。経営課題というのが左側に書いてあるんです

けども、三つの課題を持っておりまして、一つ目は経営課題の１というのは、区民の

方がやはり主役でございますので、区民の方主役でやっていただけるように区役所が

何できるかというふうなことを課題にしております。経営課題の２は今度は区民の方

と区役所が一緒に何ができるかというふうなことが書いてまして、課題の三つ目は、

今度は区役所自身がもっと力をつけるためにどんなことをしようかと。その三つの経

営課題について目標を持っております。  

 主な戦略としまして、１の１としましては、区民が主役のまちづくりでございます

ので、その主役の方に、主役がどのようにやっていけるかということで、人的にも物

的にも支援できるような基盤づくりをするというのが目標でございます。右のほう見

ていただきますと、１の１の１の３、１から３ということで、基盤づくりのために地

域活動協議会を立ち上げていきますというふうなことで書かせていただいていまして、

この地域活動協議会の中身、どんなことをしていくかというのが、別に新聞記事とか

こうつけさせていただいている資料がございますが、これの１ページから５ページを

ごらんいただけましたらわかるような資料をつけさせていただいております。また、

１の１の４ということで、市民協働ネットワークづくりということで、ふれ愛パンジ

ーを中心としまして、さまざまな活動が起こってきてますよということで、これにつ

いては例えば芸能懇話会でございますとか、歴史懇談会を通じて片江のほうで顕彰板

を作成しましたとか、そういうふうなことが新聞記事としてつけさせていただいてい

ます。ページで言いますと、６ページから11ページにそのようなことを書かせていた

だいています。  

 それから経営課題の２番としまして、区役所と区民の方が一緒に何をしていくかと

いうことで、一番大事なのはやっぱし安心安全なまちづくりやということでございま

すので、地域防災ネットワークでございますとか、今ご議論いただきましたような防

災の取り組みですね。フォーラムとかセミナーとか、それから防犯につきましては、

防犯の講演会とかひったくり防止カバーとかですね。そのような事業を取り組んでい

くということにしております。また、この間事業仕分けで出てきましたような青色防
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犯パトロールの活動につきましても、こちらの２の１のほうで取り組んでいくという

ことが書かれております。それから２の２としまして、地域のまちづくり活動として

何をするかということで、たくさん書かせていただいていますが、自転車利用の適正

化ですね。駐輪対策、それから地域福祉のアクションプランということ、地域の福祉

についてのこと、それから未来わがまち推進会議ということでの取り組みでございま

す。これは別の冊子で未来わがまち推進会議のパンフレット等をつけさせていただい

ています。また、そちらのほうもご確認ください。それから、市民主体の水平連携に

よるまちづくり支援ということで、例えば日本一長い商店街を目指した取り組みとか、

それから平野川での取り組みとか、そのようなこともことし、平成23年度にまたさせ

ていただくというふうなことで書かせていただいております。それからこのような取

り組みについては予算をつけてやっておりますので、かっこ書きでいくらの予算を使

っておるというふうなことも記入させていただいております。また24年の運営方針を

作成する際には、予算とも連携させて作成していくということになりますので、また

皆様のご意見をいただきたいと思います。  

 以上、簡単になりましたが、区の運営方針の説明でございました。 

○清水委員長  

 はい。どうもありがとうございます。もう時間も過ぎましたので。閉めてもらえま

すか。 

○清野区長  

 すみません。座ったままお話させていただきます。３時以降ご用事がおありの方も

ありということで、もう時間過ぎてしまいまして、大変申しわけありません。  

 今日たくさん意見いただきまして、あれこれ言うのも何ですので、私午前中、中之

島で東日本大震災の対策会議というのを行っていまして、市長を中心に関係事務局全

員出てまして、今回の８月27日の大雨については、東成区が一番被害が多かったもの

ですから、そこでしゃべらせていただいてきたこと、これは反省、自戒も含めてお話

申し上げましたんで、それ最後にご披露して終わりにしたいと思います。 

 その前に、防災の問題で一番難しいのが、これ深江先生おっしゃっていただいたん

ですけども、組織的に例えば役所がボランティアの人もみんな含めて体制整えて何と

か助けましょうという、そういう体制をつくれるのも、２日か３日たってからになる

と思います。それまでの間に自助、共助という形で助け合っていただいて、何とか逃

げ延びていただくと。それを逃げ延びていただいたのに対して、例えばそのときに困

らないように、例えば食糧とか水とか、それを用意しておくのが役所の仕事やって、

大まかに言うとそういう話になるのかなと思います。したがって、いろんな訓練につ

いて、やはり各校下で皆さん自主的にやっていただくというのが主題になるので、そ

うなったときに役所は何をすべきかで、またもういっぺん考えないかんというのが一
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つあります。その参考になりましたのが、いつ起きるかわからないというような大雨

が今回起きて、大阪市全体で言うと昭和57年以来ぐらいという、そういうお話だそう

ですが、あのときにまだ十分な対策ができていないというのもあって、大阪の南部地

区、東南部というふうに紹介して、東成区もやられてますけど、東南部中心に３万世

帯ぐらい浸水してしまったという。そのときの雨の量と余り変わらないんだけれども、

市内全体で1,000もいくかいかないかという世帯数の浸水で終わってますので、そう

いう意味では大きな意味の防災対策にはできているのかもしれません。ただ、具体に

会長からご議論ありましたけれども、職員十何人残っておってやっと対応できたこと

なんですけれども、それでもやはり今何がわかってきているか、これ私自身がまとめ

て報告したんですけれども、被害を受けた区域っていうのは非常に限られている。な

おかつゲリラ的なので、全体像を把握するのがかなり時間かかっているなというのが

一つする。もう一つは、さっき最初に申し上げたみたいに、57年からもっと経ってま

すけれども、清水会長のところ行って、お聞きして、最近いつごろ危ないことあった

のかって、例えば片江がつかったん10年前ぐらいやなっておっしゃって、地図を見せ

ていただいたんですけど、そういう意味で10年ぶりくらいの浸水であったので、極端

に言うと、後ほどまとめますけど、初めて経験する連長さんとか、初めて経験する局

の職員がたくさんおったというのが事実やったなと思ってます。三つ目が発生が土曜

日の夕方、役所のほうはそういう都合でたくさん人はいるけど、よそに連絡してもな

かなか連絡がつかないということもあります。そういったことを前提に課題として、

途中でお話出てきてたんですけれども、例えばきょう小川会長、清水会長お出ましい

ただいて、申しわけございません、こんな言い方したら失礼かもしれませんけれども、

防災に対する認識っていうのがやっぱり町会、連長さんでもかなり違われると思うん

です。わかっておられる方は先にあれせい、これせい、何で無線つけてへんねんいう、

そういう話になりますし、例えば小川会長のところでも逆に言うと各町会が自分たち

で防災訓練いつもやってはるとかっていう、そういう町会があるのも存じ上げてます

ので、だからそういう話もこれから区役所のほうとしては、区内全域がよくなるため

にということで考えていかなければならないのかなというふうに思っています。もう

一つは、先ほどお話あった、僕が申し上げたみたいに、関係者間の連絡にとまどって

いると、地域の人が困ってしまうというか、役所のほうが本来的にやらないかんこと

がある。なかなか到達できないと。これが逆に大阪市の局のほうが今日の会議で市長

に怒られて反省をしていました。それから三つ目は、これご指摘を受けて非常に難し

いなと思う課題なんですけれども、例えばごみを片づけなければならない。それから

やっぱりそういうものも水につかってますので、衛生上消毒をしなければならない。

これが通常のご家庭であれば、申しわけないけど待っていただけるんですけれども、

例えば商店街、あした商売あるねんというような方にとっては役所の言うてること待
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ってられるかという話もあります。それをどう考えていくかって、一つの大きな今回

課題かなって私自身も思っています。  

 次が、これが全然わからなかったんですけれども、被害を受けられた方を補償しな

ければならないんですけれども、ご見舞を差し上げたり、時代が変わったなというこ

とで、床上床下の認識が違うんですね。例えばここにコンビニがありました。ここに

普通のお家がありました。次が工場兼住宅があります。例えば同じ高さまで来ていて

も、コンビニは床上で、普通のご自宅はたたきがあったりしたら床下で、そういう意

味でやっぱり時代の違いというのを役所のほうの対応でもいろいろあるなと。やはり

被害をびっちり、後で、これ後の話です。後で補償させていただこうとすると、そう

いうこともあるのかなというので、10年ぶりか20年ぶりかはわかりませんけれども、

すごく役所のほうが勉強させていただきました。さっきから出てますように、阪神淡

路から何年かたって、東日本大震災というのがありました。申しわけありません、役

所のほう昔ほどＰＴＡと仲よくおつき合いしてないのは事実ですし、そうしてたら、

区内にこういう災害があった。ものを考えるのには非常にいい機会で、今すぐ動ける

ことは今すぐ動いていって、時間かけなければならないものも当然ありますので、そ

れは諦めずに粘り強くがんばってまいりますので、今日みたいな意見、また機会をつ

くらせていただきますので、あとさまざまな場面でお時間をちょうだいできればあり

がたいと思います。長い話を申し上げました。申しわけありません。本日はありがと

うございました。  

○西村課長  

 清水委員長初め委員の皆様に熱心のご議論いただきまして、本当にありがとうござ

いました。本日の内容につきましては、後日東成区のホームページで公開いたします。

次回以降も活発な意見がかわされますように、よろしくお願い申し上げます。  

 最後に次回の区政会議でございますが、また日程が決まりましたら改めてお知らせ

させていただきますので、ご協力いただきますように、よろしくお願いいたします。  

 本日はお疲れさまでございました。これをもちまして第１回東成区区政会議を終了

いたします。どうぞお気をつけてお帰りください。どうもありがとうございました。  


